
項目 金額（百万円） 安城市負担 名鉄負担

自由通路整備費 695 695

橋上駅舎整備費 1,125 1,004 121

合計 3,190 3,015 175
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　（その他必要となる経費：トイレ設置費、地下通路閉鎖費、用地費）

ホーム改造費、軌道工事費
など

その他（信号、通信、役務機
器工事費他及び事務費）
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事業費及び市と名鉄の負担
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日本共産党安城市委員会は６月３日、イトーヨーカドー前で宣伝を行いました。

衣替えの季節を迎え、木々の緑も一層色濃く、

新緑が美しい季節になってまいりました。

本日、ここに「核兵器廃絶2017年あいち平和行

進」が、多くの賛同者を得て盛大におりますこと

を、まずもってお喜び申し上げます。

さて、現在の世界情勢に目を向けてみますと、

アメリカ・トランプ政権は、シリアへの攻撃を契

機に、核やミサイル開発を進める北朝鮮への圧力

強化に動き出し、国際的な緊張が続いています。

ミサイルがわが国にも飛来する危険性が幾度とな

く報道されており、私たちは毎日、不安な気持ち

を胸に、事態の収拾・解決に向けた取組みを注視

しております。

核兵器や戦争のない平和な世界の実現は、唯一

の被爆国である我が国の国民のみならず、世界人

類の共通の願いであり、私自身も心から望んでい

ることです。

皆様方は、東京から広島を目指しての平和行進

の途中で、ここ安城に立ち寄られたわけですが、

中には県内を通しで歩かれる方や、広島まで歩き

通される方もお見えになると伺っております。

これから蒸し暑い時期を迎えますので、特に健

康には十分気を付けていただき、世界の恒久平和

実現に向けて力強い行進をされますことをお祈り

申しあげます。
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